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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
1
6
0
0
部

春
一
番
拡
大
運
動
は
2
月
か

ら
全
都
で
統
一
行
動
が
本
格

化
。
2
月
21
日
時
点
の
加
入
数

は
8
9
0
人
（
拡
大
率
0
・
78

％
）
で
す
。
確
定
申
告
相
談
な

ど
で
仲
間
と
対
話
し
、
一
気
に

運
動
量
を
引
き
上
げ
ま
す
。

新橋駅前で一斉にプラカードアピール

「
建
設
労
働
者
な
く
し
て
災
害

復
興
な
し
！
建
設
労
働
者
に
大
幅

賃
上
げ
を
！
建
設
現
場
に
週
休
2

日
を
！
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
2
月
19
日
、
「
建
設
労
働
者

2
・
19
春
闘
イ
エ

ロ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
」
を
開
催
。
主

催
は
建
設
関
係
労

働
組
合
首
都
圏
共

闘
会
議
と
生
活
関

連
公
共
事
業
推
進
連
絡
会
議
で
、

集
会
会
場
と
な
っ
た
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
に
は
1
県
連
・
10
団
体
か

ら
4
4
2
人
（
東
京
土
建
は
2
0

6
人
）
が
集
ま
り
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
松

本
首
都
圏
共
闘
議
長
（
東
京
土
建

副
委
員
長
）
は
、
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
が
8
年
連
続
で
上
昇
し

過
去
最
高
と
な
っ
た
が
、
現
場
で

働
く
仲
間
の
大
幅
賃
金
引
上
げ
と

労
働
条
件
の
改
善
こ
そ
が
魅
力
あ

る
建
設
産
業
へ
の
道
だ
と
運
動
の

強
化
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

全
建
総
連
か
ら
の
あ
い
さ
つ
で

は
、
長
谷
部
賃
金
対
策
部
長
が
全

建
総
連
の
賃
金
実
態
調
査
の
結
果

と
設
計
労
務
単
価
や
日
建
連
の
目

標
金
額
と
は
か
い
り
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
現
場
で
働
く
一

人
ひ
と
り
の
仲
間
が
請
求
・
要
求

す
る
こ
と
が
賃
金
引
き
上
げ
の
大

前
提
だ
と
、
取
り
組
み
へ
の
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
菅
原
東
京

都
連
委
員
長
は
賃
金
確
保
の
た
め

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
、
経
歴
を
加
え
た
新
4

Ｋ
に
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
末
松
義
規
（
立

憲
・
衆
院
）、田
村
智
子
（
共
産
・

参
院
）、福
島
み
ず
ほ
（
社
民
・
参

院
）
の
各
議
員
か
ら
連
帯
と
激
励

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
は
、
千
葉

土
建
、
建
交
労
、

神
奈
川
県
連
、
生

公
連
の
仲
間
よ
り

現
場
か
ら
の
報
告

を
受
け
、
行
動
提

起
を
確
認
し
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

全
体
の
拍
手
で
採
択
し
て
閉
会
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
新
橋
駅
前
に

移
動
し
、
黄
色
い
軍
手
を
着
け
、

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
の
宣
伝
行

動
を
行
な
い
ま
し
た
。

土田さん（前列左から2人目）を迎えて笑顔の
高松分会の仲間

1
月
か
ら
始
ま
っ
た
春
一
番
拡

大
月
間
。
多
摩
西
部
支
部
の
成
果

は
1
月
登
録
日
終
了
時
点
で
目
標

1
0
3
人
に
対
し
て
6
人
。
こ
れ

か
ら
3
月
に
か
け
て
確
定
申
告
相

談
が
本
格
化
し
、
新
年
度
に
向
け

新
た
な
従
業
員
の
雇
用
、
独
立
に

よ
る
労
災
の
加
入
な
ど
様
々
な
要

求
が
出
さ
れ
る
時
期
と
な
り
ま

す
。
同
支
部
で
は
、
2
月
20
・
27

日
、
3
月
12
・
17
日
を
統
一
行
動

日
に
設
定
し
、
各
分
会
で
訪
問
行

動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

統
一
行
動
初
日
に
あ
た
る
2
月

20
日
、
高
松
分
会
で
は
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
鶴
岡
前
支
部
委
員
長
宅
に

14
人
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
分
会
後
継
者
対
策
部

長
を
務
め
る
金
子
知
生
さ
ん
が
、

加
入
手
続
き
の
た
め
に
弟
・
俊
也

さ
ん
の
彼
女
で
あ
る
土
田
智
子
さ

ん
を
連
れ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
だ
23
歳
と
い
う
若
さ
の
智
子
さ

ん
は
、
俊
也
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
電

気
工
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
て

2
年
に
な
る
そ
う
で
す
。
加
入
目

的
を
た
ず
ね
る
と
、
労
災
の
特
別

加
入
と
、
ま
だ
資
格
を
持
っ
て
い

な
い
の
で
こ
れ
か
ら
資
格
取
得
を

し
た
い
と
の
こ
と
。

「
資
格
を
と
っ
た
ら
お
祝
い
金

が
出
る
よ
」「
結
婚
し
た
ら
5
万
円

も
ら
え
る
か
ら
ね
」
と
の
外
野
の

賑
や
か
な
ヤ
ジ
に
、「
5
万
円
欲
し

さ
に
結
婚
は
し
な
い
っ
す
」
と
笑

顔
で
キ
ッ
パ
リ
返
す
智
子
さ
ん
。

駄
原
成
行
分
会
長
は
、
「
ベ
テ

ラ
ン
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
、
今

回
も
達
成
で
き
そ
う
で
す
」
と
力

強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

江
戸
川
支
部
の
春
一
番
拡
大
で

は
、
2
月
に
分
会
と
し
て
3
日
の

行
動
日
を
も
う
け
る
と
と
も
に
、

昼
間
の
事
業
所
訪
問
行
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

2
月
7
日
、
清
水
副
委
員
長
と

江
成
書
記
長
の
組
は
午
前
中
だ
け

で
3
件
を
訪
問
し
ま
し
た
。
最
初

に
訪
れ
た
の
は
、
江
戸
川
建
設
業

協
会
の
事
務
所
。
協
会
と
支
部
は

江
戸
川
区
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

じ
て
友
好
的
な
関
係
に
あ
り
ま

す
。
協
会
は
事
務
局
の
手
代
木
さ

ん
、
松
本
さ
ん
が
対
応
、
支
部
で

2
月
2
日
に
実
施
し
た
ド
ロ
ー
ン

活
用
セ
ミ
ナ
ー（「
け
ん
せ
つ
」
2

3
0
9
号
6
面
に
記
事
掲
載
）
に

も
協
会
の
会
員
企
業
が
参
加
し
、

そ
の
お
礼
も
兼
ね
て
の
訪
問
で

す
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
取
り
組
み
、
職

人
不
足
の
中
で
の
求
人
の
進
め
方

な
ど
意
見
交
換
も
で
き
ま
し
た
。

移
動
の
車
中
、清
水
さ
ん
が「
葛

西
第
2
分
会
で
は
6
人
の
加
入
予

定
。
春
一
番
達
成
の
メ
ド
が
た
ち

そ
う
で
す
」
と
。
明
る
い
話
に
花

が
咲
き
ま
す
。

組
合
内
事
業
所
の
坂
井
組
建
設

で
は
、
女
性
事
務
員
と
対
話
。
土

建
タ
イ
ム
ス
を
広
げ
る
と
自
転
車

保
険
の
話
に
な
り
、
加
入
者
の
ケ

ガ
等
の
補
償
は
も
ち
ろ
ん
、
相
手

の
賠
償
も
し
っ
か
り
あ
る
こ
と
を

説
明
す
る
と
納
得
顔
で
す
。

ま
た
岡
村
工
務
店
で
は
社
長
夫

人
が
に
こ
や
か
に
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
江
成
さ
ん
が
「
忙
し
そ
う

で
す
ね
」
と
言
う
と
、「
ボ
チ
ボ
チ

よ
」
と
。
民
法
改
正
セ
ミ
ナ
ー
、

工
務
店
経
営
で
の
学
習
の
重
要

性
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
景
気
等

々
、話
題
が
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

江戸川建設業協会を訪問する（左から）清水
副委員長と江成書記長

■
横
田
基
地
に

近
い
立
川
市
や
武

蔵
村
山
市
の
井
戸

で
、
有
毒
な
有
機

フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）が
米

国
で
の
飲
料
水
の
勧
告
値
を
超

え
る
濃
度
で
検
出
さ
れ
た
。
昨

年
1
月
の
東
京
都
の
調
査
結
果

だ
が
公
表
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
を
朝
日
新
聞
が
情
報
開
示

請
求
し
て
報
道
し
た
と
こ
ろ
、

横
田
基
地
で
使
用
さ
れ
た
泡
消

火
剤
の
影
響
が
疑
わ
れ
、
周
辺

住
民
に
不
安
を
与
え
て
い
る
。

■
沖
縄
県
で
は
嘉
手
納
基
地

周
辺
の
浄
水
場
か
ら
、
有
機
フ

ッ
素
化
合
物
が
高
濃
度
で
検
出

さ
れ
て
い
る
。
水
道
水
の
汚
染

が
心
配
さ
れ
、
沖
縄
県
は
昨
年

6
月
、
国
に
基
準
値
設
定
を
求

め
た
。
厚
労
省
は
世
界
保
健
機

関
も
基
準
値
を
示
し
て
い
な
い

と
し
て
設
定
を
見
送
っ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
暫
定
目
標
を
設
定

し
4
月
1
日
か
ら
適
用
す
る
。

■
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
か

つ
て
防
水
ス
プ
レ
ー
や
フ
ッ
素

樹
脂
加
工
の
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど

の
日
用
品
に
使
用
さ
れ
た
が
輸

入
禁
止
な
ど
の
規
制
が
進
ん
で

い
た
。
こ
こ
で
飲
料
水
が
汚
染

さ
れ
た
の
で
は
た
ま
ら
な
い
。

東
京
都
は
米
国
側
に
横
田
基
地

で
の
実
態
を
照
会
し
て
い
る

が
、
「
16
年
以
降
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
を

含
む
泡
消
火
剤
は
使
っ
て
い
な

い
」
と
だ
け
回
答
。
全
貌
を
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
。
水
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
橋
本
淳
司
さ
ん

は
地
下
水
の
流
れ
を
可
視
化
す

る
こ
と
で
、
ど
の
地
点
の
土
壌

汚
染
が
原
因
な
の
か
推
測
で
き

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
東
京
都

は
原
因
を
究
明
し
住
民
の
安
全

を
確
保
す
る
責
任
が
あ
る
。

労
災
と
資
格
取
得
で
加
入

多摩西部

ドローンを話題に
自転車保険、民法改正も

ベ
テ
ラ
ン
が
支
え
る
高
松
分
会

江
戸
川

請
求
・
要
求
が
大
前
提

東
京
五
輪
現
場

情
報
の
提
供
を

新
橋
駅
前
イ
エ
ロ
ー
Ａ
に
４
４
２
人

晴
海
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
建

設
現
場
で
、
周
辺
コ
ン
ビ
ニ
へ
現

場
従
事
者
の
立
ち
入
り
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
と
い
う
情
報
が
届
い
て

い
ま
す
。
人
権
を
侵
害
す
る
大
問

題
で
す
。
情
報
が
あ
る
方
は
所
属

支
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


